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労災疾病臨床研究事業費補助金
（総括）研究報告書

CO 中毒による高次脳機能障害患者の社会復帰を目的とした
包括的リハビリテーションに関する研究

1

研究要旨

研究計画、アンケート調査、データ解析、統括

研究分代表者
　　久留米大学　
　　准教授　松瀬博夫

Ａ．研究目的
　CO 中毒後遺症患者の参加と活動の弊
害となっている要因を調査し、医師を含
めた多職種アプローチと長期的に障害患
者の変化をフォローできるシステム（包
括的リハビリテーションプログラム）の
有用性について検討する。

Ｂ．研究方法
　一般的な総合リハビリテーションを基
本に CO 中毒後遺患者の社会参加と活動
の評価と改善を目的とする包括的リハビ
リテーションプログラムを実施する。介
入後にも同じ多職種評価を行い、今後の
課題を指導したり長期的な変化を評価し
たりできるシステムへの利用を検討する。
 （倫理面への配慮）
　参加同意は、口頭と紙面で説明を行
い、文面で同意を得る。意識障害や認知
機能の低下で本院の同意が得られない場
合は、家族からの同意を得る。

Ｃ．研究結果及び考察
　CO 中毒後遺症患者の身体機能と栄養
の評価は計画通り実施できた。活動や参
加の評価も多職種で実施でき、身体機能
や認知機能評価では捉えられない生活で
の障害程度の評価ができた。６か月介入
では、ゲーム性の訓練や心理反応を判断
した課題を取り入れることで離脱者はい

ない。また、訓練を介し本人、家族の障
害への理解が高まり、自主的な会話や買
い物、自宅での自主訓練などの行動変容
がみられている。従来の認知機能評価は
テストの側面が強く集中力の低下や拒否
反応が強く信頼性が乏しい。今回採用し
た実場面の観察や質問紙法が有効であっ
た。
　包括的な評価をレーダーチャートで示
すことで（資料１）、個々の欠点や改善
を視覚的に把握し、介入後の指導や次期
の訓練の目標に利用する。

Ｄ．結論
　CO 中毒後遺症患者に本人参加型の長
期的な包括的リハビリテーションプログ
ラム問題なく実施できる。

Ｅ．健康危険情報　該当なし。

Ｆ．研究発表　該当なし。

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況　なし。

研究代表者　松瀬博夫　　久留米大学
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労災疾病臨床研究事業費補助金
（分担）研究報告書

CO 中毒による高次脳機能障害患者の社会復帰を目的とした
包括的リハビリテーションに関する研究

3

研究要旨

多職種で介入と評価を行う包括的リハビリテーション
の内容（プログラム）の作成と評価

研究分担者　志波直人

研究分担者
　　志波直人

Ａ．研究目的
　CO 中毒患者の社会参加や活動の改善
を目的とした包括的リハビリテーション
を計画し実施する。

Ｂ．研究方法
　前年度結果から採用した高次脳機能・
身体機能の評価を行い個々に合わせた訓
練を６か月間実施する。評価と計画で
は、特に高次脳機能障害患者もの活動や
参加を Life space assessment（LSA）、
Community integration questionnaire 
（CIQ）、Cognitive-Related behaveoral 
assessment （CBA）、Self-regulation 
skills interview（SRSI）を用いること
で点数可する。また、コンピュータ（デ
ジタル）やテレビゲームなどゲーム性の
ある訓練行う。評価と訓練は、本人、家
族も含めて多職種多面的に行う。
 （倫理面への配慮）
　研究への参加同意は、口頭と紙面で説
明を行い、文面で同意を得る。意識障害
や認知機能の低下で本人の同意が得られ
ない場合は、家族からの同意を得る。

Ｃ．研究結果
　CO 中毒後遺症患者の評価から訓練計
画を患者本人、家族、多職種で共有でき
る総合リハビリテーション実施計画書を
介入前後で作成した（資料２）。身体機
能、認知機能、栄養、高次脳機能障害、

障害による社会制限や参加、活動状況に
訓練課題を要約することで、多職種の視
点や役割が明確となり、介入前後で記録
することで悪化、改善、不変を判断し、
今後の課題を表すことができた。研究目
的である社会参加や活動に関し、介対象
全体における現時点での CO 中毒後遺症
患者７名では、LSA、CIQ、CBA、で
は有意な変化はなかった（資料３）が、
SRSIは有意な変化が見られた（資料４）。

Ｄ．考察
　包括的な評価と介入を行うためリハビ
リテーション計画と実施ができた。作成
した総合リハビリテーション実施計画書
を用いることで、介入結果だけでなく、
課題や変化も捉えることができると思わ
れる。介入により心理的反応が改善し行
動変容に結び付く可能性が得られた。

Ｅ．結論　
　多職種チームによる包括的リハビリ
テーションの実施ができた。

Ｆ．研究発表
　１．論文発表　　該当なし。
　２．学会発表　　該当なし。

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況
　　該当なし。
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